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2013  Vol.648
◆特集○話題の焦点

「日に新た館」と「ヤンマーミュージアム」
◆夢インタビュー

奥伊吹の自然と人に魅せられて
◆第19回夢けんせつフォトコンテスト

受賞作品紹介
◆おじゃまします

株式会社デーロス

秋

一般社団法人

緊急特集！
台風18号災害復旧に
 緊急出動
台風18号災害復旧に
 緊急出動



話題の企業ミュージアムを訪ねて
今回は滋賀県内にある２つの企業博物館を、広報委員会のメンバーが訪ねました。
独自の技術やものづくりに対する熱い思い、企業の歴史を伝える展示物などを見学したみなさんは
業種の枠を超えて「ものづくりの奥深さ」「挑戦することの大切さ」を体感することができたようです。

新
し
く
便
利
に
な
っ
た
街
や
施
設
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

2013 Vol.648 秋
C O N T E N T S

見学会報告 　

今
年
５
月
、湖
南
市
北
山
台
に
完
成
し
た
「
バ

ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス
」
は
、
菩
提
寺
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
荒
れ
果
て
た
竹
林
を
再
生
す
る
た
め
、

湖
南
市
の
助
成
金
を
受
け
て
取
り
組
ん
だ
「
地

域
活
性
化
推
進
事
業
Ｂ
・
Ｂ
大
作
戦
」
の
目
玉

と
な
る
施
設
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
ず
、
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

で
倒
れ
た
竹
な
ど
を
片
付
け
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
環
境
建
築

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
陶
器
浩
一
教
授
と

永
井
拓
生
助
教
の
指
導
の
も
と
、
バ
ン

ブ
ー
ハ
ウ
ス
の
材
料
に
な
る
約
３
０
０

本
の
竹
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
で
一

昨
年
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
竹
製
の

集
会
所
を
建
て
た
「
竹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
学
生
さ
ん
た
ち
が
、
菩
提
寺
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
泊
ま
り
込
ん
で
、

図
面
を
検
討
し
な
が
ら
約
１
カ

月
か
け
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

竹
林
に
生
え
て
い
る
19
本
の
竹
を
柱
と

し
て
利
用
し
て
、
釘
を
使
わ
ず
ロ
ー
プ
で

伐
採
し
た
竹
を
組
み
立
て
て
ゆ
き
、
屋
根

に
は
細
か
く
割
っ
た
竹
を
葺
い
て
、
中
央

に
ア
ク
リ
ル
板
を
は
め
た
明
か
り
取
り
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
地
の
傾
斜
を
利
用
し
た
高
床
式
の

建
物
は
、
間
口
１
．５ｍ
、
最
大
幅
約
４ｍ
、

奥
行
き
約
10
ｍ
。
約
30
人
の
大
人
が
入
れ

る
強
度
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
の
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
場
と

し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
言
う
協
議

会
の
山
口
道
夫
会
長
。
８
月
に
行
わ
れ
た

見
学
会
に
は
、
た
く
さ
ん
の
小
学
生
が
訪

れ
、
竹
林
に
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
あ
ふ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
約
５
０
０
ｍ
の
回
遊
式
散
策
路
の

整
備
の
ほ
か
、
竹
の
展
望
テ
ラ
ス
、
シ
イ
タ
ケ

や
ヒ
ラ
タ
ケ
を
栽
培
す
る
「
た
け
の
こ
フ
ァ
ー

ム
」、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
、
竹
細
工
工
房
な

ど
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス（
湖
南
市
）

湖
国
街
か
ど
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
…
…
…

2

バ
ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス

特
集
・
話
題
の
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点
…
…
…
…
…
…

3

話
題
の
企
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

訪
ね
て

日ひ

に
新あ

ら

た
館か

ん

ヤ
ン
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

夢
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
…
…
…
…
…
…
…

6

奥
伊
吹
の
自
然
と
人
に
魅
せ
ら
れ
て

切
り
絵
作
家
　
早
川
鉄
兵
さ
ん

里
お
こ
し
最
前
線
…
…
…
…
…
…
…

7

伊
吹
の
魅
力
を
伝
え
る

里
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
「
伊
吹
の
天
窓
」

第
19
回
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

8

夢
け
ん
せ
つ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

受
賞
作
品
紹
介

お
じ
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ま
し
ま
す
…
…
…
…
…
…
…

14

株
式
会
社
デ
ー
ロ
ス

緊
急
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集
！
…
…
…
…
…
…
…
…
…

16

台
風
18
号
災
害
復
旧
に

緊
急
出
動

近
江
う
ま
い
も
の
紀
行
…
…
…
…
…

18

パ
ズ
ル
／
当
選
者
発
表

「
仕
事
の
達
人
・
遊
び
の
達
人
」…
…

19

風
を
感
じ
て
ゆ
っ
く
り
走
る 

ツ
ー
リ
ン
グ
の
楽
し
み

𦚰
阪
　
規

編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
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…
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…
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表
紙
写
真

「
集
中
」
武
内
　
勇
雄

「
彦
根
城
水
鏡
」
岡
　
光
明

　

マ
テ
ハ
ン
と
は
マ
テ
リ
ア
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ 

(m
aterial handling) 

の
略
称
で
、
直
訳
す
る
と
機

械
に
よ
る
作
業
と
い
う
意
味
に
な
り
、
生
産
拠
点
や
物

流
拠
点
内
の
原
材
料
、
仕
掛
品
、
完
成
品
の
す
べ
て
の

移
動
や
保
管
な
ど
を
合
理
化
し
て
、
経
済
性
を
高
め
る

技
術
や
方
法
の
こ
と
で
す
。

　

モ
ノ
の
移
動
に
時
間
や
人
手
が
か
か
る
と
、
そ
れ
だ

け
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
コ
ン
ベ

ア
、
パ
レ
ッ
ト
、
自
動
倉
庫
な
ど
の
マ
テ
ハ
ン
機
器
を
用

い
て
、
モ
ノ
の
移
動
距
離
の
最
短
化
や
、
在
庫
量
、
間

違
い
や
破
損
の
最
小
化
な
ど
を
図
る
こ
と
が
マ
テ
リ
ア

ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
で
す
。

　

１
９
３
７
年
に
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
大
阪
で
創
業

し
た
株
式
会
社
ダ
イ
フ
ク
は
、
戦
前
は
ク
レ
ー
ン
な
ど

を
手
が
け
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
は
自
動
車
工
場
向

け
の
コ
ン
ベ
ア
シ
ス
テ
ム
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
マ
シ
ン
、
自
動

倉
庫
、
無
人
搬
送
車
、
自
動
車
の
洗
車
機
な
ど
に
製
品

を
拡
大
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
工
作
機
械
と
自
動
倉
庫
、

無
人
搬
送
車
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｆ
Ａ
（
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
や
、
近
年
は
配
送
セ
ン
タ
ー
の

自
動
化
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｄ
Ａ（
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ

ン
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
や
、
半
導
体
な
ど
を
生
産

す
る
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
内
搬
送
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
開
発
・

製
造
を
手
が
け
る
世
界
有
数
の
メ
ー
カ
ー
で
す
。

　

蒲
生
郡
日
野
町
に
あ
る
滋
賀

事
業
所
は
約
１
２
０
万
㎡
の
敷

地
に
、
11
の
工
場
棟
が
立
ち
並

ぶ
世
界
最
大
級
の
マ
テ
リ
ア
ル

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
・
機
器

の
生
産
拠
点
で
す
。

　

１
９
９
４
年
に
開
設
さ
れ
た

「
日
に
新
た
館
」
は
、
実
際
の

物
流
現
場
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
マ

テ
ハ
ン
シ
ス
テ
ム
・
機
器
の
動
き

を
見
せ
る
こ
と
を
目
的
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
延
床
面
積
１
９
，

４
８
２
㎡
の
館
内
に
は
、
最
新

の
シ
ス
テ
ム
・
機
器
１
５
０
種
類
４
０
０
点
が
展
示
さ
れ

て
い
て
、一般
見
学
の
ほ
か
、
企
業
の
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
に
も
対
応
、
年
間
約
２
万
人
が
視
察
や
研
修
に
訪

れ
て
い
ま
す
。

〈
１
階
〉

　

一
行
は
、
シ
ア
タ
ー
で
見
学
前
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
受

け
て
か
ら
、
選
任
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
で
１
階
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
へ
。
自
動
車
の
組
立
ラ
イ
ン
や
、
工
場
や
配
送

セ
ン
タ
ー
で
利
用
さ
れ
て
い
る
保
管
・
仕
分
け
・
出
荷
シ

ス
テ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。

菩提寺まちづくり協議会
☎0748-74-3471
http://machikyo.shiga-saku.net/

建設中の太陽光発電プラント

竹林に置かれたシイタケ栽培の原木釘を使わずすべてロープで組み立てられている

生えている19本の竹を柱にして建てられた高床式のバンブーハウス

天
井
に
は
ア
ク
リ
ル
板
を
は
め
た
明
か
り
取
り
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

内部は船のように先端が狭くなっている

日に新た館
マテハン・ロジスティクス総合展示場

ボディ、エンジン、ドアなどが組み立てられる流れが見学でき
る自動車組み立てライン

自
動
倉
庫
シ
ス
テ
ム
で
は
、
在
庫
管
理
の
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
必
要
な
製

品
を
取
り
出
す
体
験
も
で
き
ま
す
。走

行
速
度
世
界
最
速(

５
０
０
ｍ
／
分)

で
、

１
時
間
に
５
０
０
ケ
ー
ス
を
処
理
す
る
超

高
能
力
ケ
ー
ス
自
動
倉
庫

23



話題の企業ミュージアムを訪ねて

〈
2
階
〉

　

配
送
セ
ン
タ
ー
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
や
仕
分
け
エ
リ
ア

で
活
躍
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
、ラ
ッ
ク
や
カ
ー

ト
、
ボ
ッ
ク
ス
パ
レ
ッ
ト
の
ほ
か
、
半
導
体
工
場
向

け
の
ク
リ
ー
ン
搬
送
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
現
在
、
滋
賀
事
業
所
の
敷
地
内
に
建
設
中

の
太
陽
光
発
電
プ
ラ
ン
ト
を
見
学
し
ま
し
た
。
工
場
棟

や
調
整
池
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
な
ど
が
点
在
す
る
広
大
な

敷
地
を
車
で
移
動
す
る
と
、
ま
る
で
海
外
の
生
産
拠
点

に
来
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
ト
の
面

積
は
約
５
．２
万
㎡
、
４
３
０
万
ｋ
ｗ
ｈ
の
年
間
発
電

量
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
創
業
１
０
０
年
を
迎
え
た
ヤ
ン
マ
ー

株
式
会
社
。
そ
の
間
、
世
界
の
多
く
の
人
々
に
支
え
ら

れ
て
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
同
社
が
培
っ
て
き
た
技
術

や
文
化
を
発
信
す
る
た
め
に
、
創
業
者
で
あ
る
山
岡
孫

吉
氏
の
出
身
地
・
長
浜
市
に
２
０
１
３
年
３
月
に
ヤ
ン

マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
開
設
し
ま
し
た
。
同
社
が
手
が

け
る
発
動
機
や
農
業
機
械
、
建
設
機
械
、
小
型
船
舶
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
見
て
、
触
っ
て
、
動
か
し
て

体
験
で
き
る
施
設
で
す
。

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、
小
型
実
用
化
の
原
点
と
な
っ
た

ド
イ
ツ
・
Ｍ
Ａ
Ｎ
社
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
レ
プ
リ

カ
が
見
学
者
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
一
行
は
、
世
界
で

初
め
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
小
型
実
用
化
に
成
功
し

た
、
山
岡
孫
吉
氏
の
功
績
を
紹
介
す
る
山
岡
孫
吉
記
念

室
を
訪
れ
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
仕
組
み
を
Ｃ
Ｇ
画

像
で
紹
介
す
る
エ
ン
ジ
ン
シ
ア
タ
ー
を
見
学
し
た
後
展

示
室
へ
。
田
植
機
の
ほ
か
、
冷
暖
房
完
備
の
最
新
の
ト

ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
の
乗
り
心
地
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

続
く
「
ま
ち
づ
く
り
ゾ
ー
ン
」
で
は
、実
際
に
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
を
操
作

し
、「
海
洋
ゾ
ー
ン
」

で
は
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
の
操
縦

体
験
を
し
、
さ
ら

に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ー
ナ
ー
」
で
は

ゲ
ー
ム
感
覚
で
省

エ
ネ
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
２
階
は
歴
代
の
エ

ン
ジ
ン
を
展
示
す

る
エ
ン
ジ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
屋
外
ス
ペ
ー

ス
に
は
ビ
オ
ト
ー

プ
や
エ
ン
ジ
ン
熱
を

再
利
用
し
た
足
湯
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
長
浜
市
内
の
体
験
農
園
で
お

米
や
野
菜
づ
く
り
の
農
作
業
体
験
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、「
ビ
オ
ト
ー
プ
観
察
会
」
や
「
木
製
エ
ン
ジ
ン
組

み
立
て
体
験
」
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
い

ま
す
。

商品をパレットに積上げたり下ろしたりするパレタイジングロボット

軌道式天井走行台車がウェハ専用の容器を高速搬送する、半導体工場向けの
クリーン搬送システム

田
植
機
の
仕
組
み
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

最
新
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
の
乗
り
心
地
を
体
験
す

る
こ
と
も
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
の
操
作
が
体
験
で
き
る

館
内
ス
タ
ッ
フ
が
体
験
の
サ
ポ
ー
ト
や
展
示
物
の
説
明
を
行
っ
て
い
る

エントランスに展示されたドイツ・MAN社のディーゼルエンジン

大量の商品を高速で自動的に仕分ける「サーフィンソーター」

棚などに取り付けられたデジタル表示器の指示に従って、商品を
摘み取っていくデジタルピッキングシステム

ヤンマーミュージアム

滋賀県蒲生郡日野町中在寺1225
　　　　　株式会社ダイフク滋賀事業所内
TEL. 0748-53-3970
開館時間　AM9：00～PM5：00
休館日　日曜日、月曜日、祝祭日
入館料　1,050円
見学は予約制、下記のホームページの「見学
お申し込みページ」から申し込めます。
http://www.daifuku.co.jp/hiniaratakan/
ja/index.html

株式会社日に新た館

長浜市三和町6-50    TEL. 0749-62-8887
開館時間　10：00～18：00
休館日　　月曜日、年末年始
入館料　　大人600円　中・小学生300円
http://www.yanmar.co.jp/museum/index.html

ヤンマーミュージアム

2基のクレーン車がすれ違い走行して、
1時間に2,200ケース以上を処理できる
保管・仕分けシステム「DUOSYS」

レーザガイド方式を採用した全方向移動型無人搬送車

屋外スペースに設けられたビオトープ

5 4



里おこし最前線

　

８
月
10
日
、
奥
伊
吹
で
第
３
回
「
伊
吹
の
天
窓
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
満
天
の
星
空

の
下
、
心
に
響
く
ス
テ
ー
ジ
と
幻
想
的
な
切
り
絵
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
手
作

り
の
品
な
ど
、
訪
れ
た
人
々
は
伊
吹
の
魅
力
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

過
疎
地
の
定
住
促
進
・
産
業
振
興
を 

目
指
し
て

　

平
成
17
年
に
旧
坂
田
郡
の
４
町
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
米
原
市
。
人
口
は
約
４
万
人
、
日
本
百
名
山
の

一
つ
・
伊
吹
山
と
姉
川
の
源
流
域
の
豊
か
な
自
然
が

大
き
な
魅
力
で
す
が
、
中
山
間
地
域
で
は
少
子
・
高

齢
化
と
過
疎
化
が
進
み
、
田
畑
の
荒
廃
や
集
落
の
維

持
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

米
原
市
で
は
平
成
21
年
に
「
水
源
の
里
ま
い
ば
ら

元
気
み
ら
い
条
例
」
を
制
定
し
て
、
総
務
省
が
支
援

す
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
活
用
し
た
「
水
源

の
里
ま
い
ば
ら　

み
ら
い
つ
く
り
隊
」
事
業
を
ス
タ
ー

ト
す
る
な
ど
、
定
住
促
進
や
産
業
振
興
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

「
な
ら
で
は
」
の
魅
力
を
伝
え
る
里
お
こ

し
イ
ベ
ン
ト

　

米
原
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
真
依

子
（
ま
い
こ
）
さ
ん
と
、
同
じ
く
米
原
市
出
身
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
石
河
学
さ
ん
ら
が
、
何
か
地
元
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
企
画
し
た
の
が
、「
人

と
人
」「
人
と
地
域
」「
地
域
と
地
域
」

が
有
機
的
な
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
し
た
里
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト

「
伊
吹
の
天
窓
」
で
す
。

　

第
１
回
は
甲
津
原
に
あ
る
行

徳
寺
で
開
催
さ
れ
、
２
回
目
か

ら
は
会
場
を
奥
伊
吹
ス
キ
ー
場

に
移
し
て
８
０
０
人
の
観
客
を
動

員
、
３
回
目
の
今
年
は
１
，３
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
な
ど
の
屋
台

「
星
空
食
堂
＆
手
作
り
市
」
の
ほ
か
、

奥
伊
吹
地
域
の
や
っ
か
い
事
「
雪
か
き
」

を
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
ダ
ン
ス
に
振
り
付

け
た
「
雪
ふ
み
行
進
」
紹
介
な
ど
、

訪
れ
た
人
々
に
伊
吹
の
暮
ら
し
や
自

然
を
伝
え
る「
こ
こ
に
し
か
な
い
」「
な

ら
で
は
」
を
大
切
に
し
た
内
容
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
は
早
川
鉄
兵
さ
ん
の
切
り
絵
と
膽
吹
美
弥
さ

ん
の
イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
、
真
依
子
さ
ん
作
の
絵
本
「
イ

プ
ッ
キ
の
星
」
が
ス
テ
ー
ジ
で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

伊
吹
か
ら
県
内
外
に
広
が
る
交
流
の
輪

　

実
行
委
員
会
の
10
人
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
奥

伊
吹
の
住
民
の
ほ
か
、
み
ら
い
つ
く
り
隊
の
元
メ
ン

バ
ー
と
現
隊
員
、
地
元
生
ま
れ
で
現
在
は
米
原
市

以
外
で
暮
ら
し
て
い
る
人
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
奥
伊
吹
の
魅
力
を
捉
え
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
け
る
か
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
え
る
の
が
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
側
（
米
原
市
）
か
ら
の
理
解
と
協
力
も
得
ら

れ
て
、「
企
画
の
部
分
か
ら
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

も
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
石
河
さ
ん
。
米
原

市
か
ら
の
紹
介
で
、
今
年
は
舞
台
装
飾
に
滋
賀
県
立

大
学
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
佐
々
木
一
泰
さ
ん
の
協

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
１
０
０
点
満
点
の
運
営
を
目
指
し
て
、
来
年
は

さ
ら
に
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
言
う
石
河
さ

ん
。
伊
吹
の
地
に
し
っ
か
り
と
軸
足
を
置
き
な
が
ら

も
、
滋
賀
県
内
、
県
外
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
秋
に
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
山
東
の
国
際
花
市

場
と
、
伊
吹
の
天
窓
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
「
花

と
食
の
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
切
り
花
や
鉢

花
の
展
示
即
売
と
、
伊
吹
の
天
窓
が
セ
レ
ク
ト
し
た

食
べ
物
や
手
作
り
雑
貨
の
お
店
を
集
め
た
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。

　

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
石
河
さ
ん
は
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
展
開
の
可
能
性
を
模
索
し
な

が
ら
も
、
基
本
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
ぶ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
、
こ
れ
か
ら

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

鹿
や
リ
ス
、ウ
サ
ギ
や
熊
な
ど
の
動
物
た
ち
と
、

彼
ら
の
生
命
を
育
む
伊
吹
の
森
…

１
枚
の
切
り
絵
の
中
に
伊
吹
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
た

ち
と
豊
か
な
自
然
が
い
き
い
き
と
表
現
さ
れ
た
早
川

鉄
兵
さ
ん
の
作
品
。

　

伊
吹
に
魅
せ
ら
れ
て
移
り
住
み
、伊
吹
の
自
然
と

暮
ら
し
を
テ
ー
マ
に
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
早
川

さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

奥
伊
吹
の
自
然
と
人
に
魅
せ
ら
れ
て

伊吹の魅力を伝える
里おこしイベント「伊吹の天窓」

以
前
は
大
阪
に
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
米

原
に
移
り
住
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
？

　

カ
メ
ラ
マ
ン
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、
米
原
市
の

事
業
「
親
子
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
写
真
撮
影
の

た
め
に
米
原
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

こ
こ
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
水
源
の
里
ま
い
ば
ら　

み
ら
い
つ
く
り
隊
（
地
域

お
こ
し
協
力
隊
）」
と
い
う
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
を
知
り
、
第
１
期
隊
員
に
応
募
し
て
平
成

23
年
に
こ
ち
ら
に
移
り
住
ん
で
き
ま
し
た
。

み
ら
い
つ
く
り
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ど
の
よ
う
な

活
動
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

懇
話
会
で
地
域
の
み
な
さ
ん
と
解
決
す
べ
き
問
題

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
支
援
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
活
性
化
を
目
的

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
開
催
の
ほ
か
、
地
域
資
源

の
活
用
法
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
り
、
地
域

の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
活
動
と
並
行
し
て
、
隊
員
は
定
住
を
目
指

し
て
各
々
の
職
能
や
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
こ
の

地
域
で
自
立
し
て
生
活
し
て
い
く
方
法
を
探
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
起
こ
し
イ
ベ
ン
ト
「
伊
吹
の

天
窓
」
に
関
わ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

実
行
委
員
会
か
ら
、
会
場
と

な
っ
た
お
寺
の
本
堂
や
境
内
を

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
す
る
切
り
絵
の

制
作
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
約

１
０
０
点
の
切
り
絵
を
制
作
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
で
障
子
や
灯
籠
に
伊

吹
の
自
然
や
動
物
た
ち
が
浮
か
び

上
が
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
第
２
回
目
か
ら
は
会
場
が
奥
伊
吹
ス
キ
ー

場
に
移
り
、
ゲ
レ
ン
デ
に
設
置
し
た
テ
ン
ト
に
作
品

を
展
示
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
た
ん
で
す
。

ゲ
レ
ン
デ
に
浮
か
び
上
が
っ
た
切
り
絵
の
動
物
た
ち

の
素
晴
ら
し
さ
が
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た

が
、
制
作
さ
れ
る
の
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

幅
１
ｍ
10
㎝

の
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
シ
ー
ト
を
80

ｍ
使
っ
て
、
25

張
り
の
テ
ン
ト

の
す
べ
て
の
面

に
、
ほ
ぼ
実

物
大
の
切
り
絵

を
制
作
し
ま
し

た
。
幻
想
的
な

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

の
中
、
伊
吹
の

森
に
住
む
動
物
た
ち
や
自
然
と
の
一
体
感
を
感
じ
て

も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

切
り
絵
は
い
つ
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
で
す
か
。

　

３
歳
く
ら
い
か
ら
、
は
さ
み
で
紙
を
切
っ
て
遊
ん
で

い
た
の
が
ル
ー
ツ
で
す
ね
。
生
ま
れ
育
っ
た
金
沢
で
、

山
や
川
へ
遊
び
に
行
っ
て
、
印
象
に
残
っ
た
動
物
や
植

物
を
切
り
絵
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
マ

ン
を
目
指
し
て
大
阪
で
仕
事
を
し
て
い
た
時
も
、
自

分
の
作
品
と
し
て
撮
る
の
は
自
然
で
し
た
。

奥
伊
吹
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
早
川
さ

ん
に
と
っ
て
伊
吹
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
か
。

　

現
在
は
、
曲ま
が
た
に谷

と
い
う
約
25
軒
か
ら
な
る
小
さ
な

集
落
に
住
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
温
か
く
迎
え
入

れ
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
顔
見
知
り
で
と
い
う
安
心

感
と
、
毎
日
の
当
た
り
前
の
生
活
の
中
で
、
移
り
変

わ
る
山
の
表
情
や
満
天
の
星
空
を
見
上
げ
て
感
動
す

る
と
い
っ
た
日
々
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

集
落
全
体
が
大
き
な
家
族
み
た
い
な
も
の
で
、
お

寺
に
は
住
職
さ
ん
が
お
ら
れ
ず
、
み
ん
な
で
お
寺
を

守
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
を
こ
ん
な
環
境
の

中
で
育
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
で
し
ょ

う
ね
。
こ
こ
に
住
ん
で
、
自
然
の
厳
し
さ
、
素
晴
ら

し
さ
、
人
の
温
か
さ
な
ど
、
感
じ
た
こ
と
を
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

早川 鉄兵さん
◯はやかわ　てっぺい

切り絵作家
３歳の時に母親と一緒に切り紙遊びをした事をきっかけに切
絵を始める。平成23年、水源の里まいばら　みらいつくり
隊員として米原に移住。里おこしイベント「伊吹の天窓」で
切り絵を担当。平成24年、東京・銀座にて「天神の森」個展
を行う。

実行委員会の
石河  学さん

伊吹の自然をモチーフにした早川さんの
作品。見る人に先入観なく楽しんでもらう
ためにタイトルは付けられていない。

観客もいっしょに踊った「雪ふみ行進」

ゲレンデに張ったテントに
浮かびあがった早川鉄兵さんの

切り絵

花と食のマルシェ
開　期　10月12日（土）～20日（日）
会　場　グリーンパーク山東　グリーンドーム
入場料　200円（高校生以下は無料）
問い合わせ　グリーンパーク山東　0749-55-3751
http://fff-marche.com/
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総数
応募者数 応募点数 第一部 第二部

県内
県外

内
訳

●主催／一般社団法人滋賀県建設業協会
●後援／滋賀県、滋賀労働局、一般社団法人滋賀県建設産業団体連合会、西日本建設業保証株式会

社滋賀支店、滋賀県建設業協同組合、一般社団法人滋賀県土木施工管理技士会、建設業労
働災害防止協会滋賀県支部、独立行政法人勤労者退職金共済機構建退共滋賀県支部、びわ
湖放送株式会社、株式会社SIN

●協賛／滋賀県写真連盟、滋賀県カメラ材料商組合、株式会社トミカラー

入場無料

第一部
「建設業にはたらく人々」
第二部
「滋賀の自然や町並みに
　　  マッチした建築構造物」

第19回

第一部
「建設業にはたらく人々」

（デジカメ・カメラ可）

●審査員／滋賀県写真連盟　会長：永繁　昭　並びに主催者

評

滋賀県写真連盟会長　永繁　昭

真剣なまなざしがまず目を引きます。斜め構図で力
強く表現されました。非常にいい作品であると思い
ます。

今年も全国各地から多くの作品が寄せられ応募者各位の熱い思
いが作品を通じて伝わってきました。一次、二次と審査を進めてい
く中でいずれも秀作で審査員一同大変悩みました。１部の作品で
はどの作品にもプロの職人の働く姿に躍動感と真摯があり感動し
ました。また、２部の作品では過去に見られなかったアングルや場
所で撮影され、新しい滋賀の魅力が発見できた素晴らしい作品が
多く見られました。

入賞作品展
のお知らせ 審査後記

●10月26日㈯　ポリテックビジョン滋賀
滋賀職業能力開発短期大学校（ポリテクカレッジ滋賀）

●11月16日㈯～11月17日㈰　おうみしごと体験フェスタ         
滋賀県立文化産業交流会館または米原市米原公民館
（滋賀県米原市下多良2丁目137）

●11月中旬　建設業雇用改善推進大会
大津プリンスホテル（予定）
（滋賀県大津市におの浜4-7-7）

●平成26年２月頃予定　短期大学学生発表会         
滋賀職業能力開発短期大学（ポリテクカレッジ滋賀）
（滋賀県近江八幡市古川町1414）

178人
97人
81人

313点
168点
145点

169点
59点
110点

144点
109点
35点

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
建
退
共
滋
賀
県
支
部
長
賞

「
ミ
ク
ロ
ン
の
闘
い
」
黒
田
　
敏
夫
［
静
岡
県
］

滋
賀
労
働
局
長
賞

「
壁
の
お
化
粧
」
城
田
　
祥
男
［
京
都
府
］

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
長
賞

「
親
方
の
貫
禄
」
田
中
　
貴
之
［
大
阪
府
］

「
お
昼
ど
き
」

田
中
　
敏
夫
［
神
奈
川
県
］

「
現
場
に
働
く
」

岡
田
　
輝
夫
［
愛
媛
県
］

滋
賀
県
知
事
賞
　

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
建
設
業
協
会
長
賞

滋
賀
県
写
真
連
盟
会
長
賞

「
集
中
」
武
内
　
勇
雄
［
愛
媛
県
］

建設業労働災害防止協会滋賀県支部長賞

｢塗」河村　直子［滋賀県］

BBCびわ湖放送株式会社賞

「雨にも負けず」山内　昌人［滋賀県］

うまくまとめられた構図です。
これ以上絞るものはないと
思います。鉋屑を見ると、こ
の人の腕前が見てとれます。

評

制約されたカメラアングルだ
と思いますが、うまくまとめら
れました。

評

親方の視線の先に何があ
るのでしょうか。真剣な表情、
また足元から立ち昇る煙が
画面に臨場感を与えます。

評

三人一組で塗装作業をされてお
ります。暑い日差しを受け、ご苦
労が見てとれます。単調な画面を
３人の影が引き締めております。

評

厳しい現場作業の作品が多い中でこの作品を
見ていますと、ほっとします。特に人形と人物の
顔が目を引きます。傘を差しているのが、単なる
記念撮影を超えた作品となっています。

評

89



第二部「滋賀の自然や町並みにマッチした建築構造物」
（デジカメ・カメラ可）

評

秋
の
彦
根
城
を
写
さ
れ
た
作
品
で
す
が
、

水
面
に
映
る
秋
の
彦
根
城
を
、城
と
紅
葉
を
中
心
に
作
画
し
た
こ
と
が
成
功
の
要
因
で
す
。

「
頑
張
り
ゆ
う
ぜ
よ
」

竹
村
　
悦
子
［
高
知
県
］

「
熱
中
症
対
策
」

上
田
　
利
明
［
滋
賀
県
］

「トンネル工事中」
長崎　靖弘［大阪府］

「
集
」
東
あ
ず
ま

　
秀ひ
で
き樹

［
滋
賀
県
］

「高所作業」
三木　浩司［京都府］

「朝礼光景」
杉浦　幸男［愛知県］

「
熔
接
」

杉
浦
　
幸
雄
［
愛
知
県
］

「
前
略
、
屋
根
の
上
よ
り
」

杉
本
　
弘
樹
［
滋
賀
県
］

「夜間、トンネル内で働く人々」
森野　良彦［滋賀県］

「
朝
」

万ゆ
る

木ぎ

　
秀
喜
［
滋
賀
県
］

「
仕
上
げ
日
和
」

岡
田
　
健
司
［
滋
賀
県
］

「
真
剣
な
眼
差
し
」

佐
々
木
　
茂
［
秋
田
県
］

「
急
勾
配
作
業
」

相
馬
　
勉
［
青
森
県
］

滋賀県知事賞
一般社団法人滋賀県建設業協会長賞
滋賀県写真連盟会長賞

「彦根城水鏡」岡　光明［福島県］〈滋賀県彦根市〉

滋賀産業新聞賞

｢ヴォーリズ建築ツッカーハウス」
大町　誠一［滋賀県］〈滋賀県近江八幡市〉

西日本建設業保証株式会社滋賀支店長賞

｢夢京橋雪の朝」
強
ごうりき

力　美津雄［滋賀県］〈滋賀県彦根市〉

冬の時間帯に写されたものと思います。登
校する子供を見守り人を中心に作品としてま
とめられました。特に子供たちの動きが感じ
られるシャッターチャンスが素晴らしいです。

評 隙のない構図で、カメラポジショ
ンもすばらしく、由緒ある建物
を現代に甦らせた素晴らしい
作品です。

評
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B
B
C
び
わ
湖
放
送
株
式
会
社
賞

「
夏
の
ゆ
り
園
」
岡
本
　
聖

［
京
都
府
］〈
滋
賀
県
高
島
市
〉

滋賀県建設業協同組合理事長賞

｢菅浦集落と漁港」
山田　昌江［滋賀県］〈滋賀県米原市西浅井町〉

一般社団法人 滋賀県建設産業団体連合会長賞

｢茜色の学び舎」
前河　栄次［滋賀県］〈滋賀県犬上郡甲良町〉

「菜の花エコプロジェクト」
福田　尚人［滋賀県］

〈滋賀県東近江市〉

「白い蔵」
高村　利和［滋賀県］〈滋賀県近江八幡市〉

「家路」
渡辺　克実［滋賀県］〈滋賀県彦根市〉

「新緑の中に」
奥
お く い

居　由紀夫［滋賀県］〈滋賀県甲賀市信楽町〉

「秋のプロムナード」
奥村　芳明［滋賀県］

〈滋賀県草津市〉

「金亀の酒蔵と町並み」
中原　文雄［大阪府］

〈滋賀県犬上郡豊郷町吉田〉

「
弥
生
の
森
」

井
上
　
先
夫
［
滋
賀
県
］

〈
滋
賀
県
野
洲
市
〉

「リズムに合わせて」
大西　宏徳［愛知県］

〈滋賀県長浜市曳山博物館〉

「
水
面
に
映
え
て
」

久
保
田
　
修
［
兵
庫
県
］

〈
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
〉

「
雪
の
安
土
城
博
物
館
」

堀
川
　
辰
也
［
滋
賀
県
］

〈
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
〉

「
対た
い
ひ比
」

居
原
田
　
晃
嘉
［
京
都
府
］

〈
滋
賀
県
長
浜
市
〉

「
里
山
の
秋
」

中
川
　
恵
太
郎
［
滋
賀
県
］

〈
滋
賀
県
高
島
市
小
入
大
〉

「
黄
昏
の
浮
御
堂
」

木
下
　
博
貴
［
愛
知
県
］

〈
滋
賀
県
大
津
市
堅
田
〉

「
こ
ん
な
に
近
い
所
で
」

小
島
　
甲か
つ
よ
し喜

［
滋
賀
県
］

〈
滋
賀
県
甲
賀
市
〉

「
街
道
を
行
く
」

林
　
武
男
［
滋
賀
県
］

〈
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
〉

光の具合がよい時に撮影さ
れていて、ピントもよいと思い
ますし、学び舎の色彩に変
化を作っておりすばらしい作
品だと思います。

評

窓に映った虚構と実像をうま
くまとめ、また奥行の出し方
も適切であったと思います。

評

珍しいアングルがまず成功し
た第一のポイントでしょう。春
の北琵琶湖の集落の佇ま
いがよく表現されています。

評
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社
会
資
本
の
維
持・補
修
で

地
域
の
暮
ら
し
を
守
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の 

補
修
技
術
を
導
入 

　

一
昨
年
、
会
社
設
立
50
周
年
を
迎
え
た
株
式
会
社

デ
ー
ロ
ス
。
前
身
は
大
正
13
年
に
田
中
組
と
し
て
伊

香
郡
塩
津
村
で
創
業
、
後
に
田
中
建
設
株
式
会
社
と

な
り
、
平
成
16
年
に
現
社
名
に
商
号
変
更
し
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
長
年
、
橋
梁
や
道
路
な
ど
の
土
木
工
事

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
10
年
程
前
か
ら
工
事
数

が
落
ち
込
み
、
何
か
活
路
を
開
く
方
法
は
な
い
か
と

模
索
す
る
中
か
ら
、
新
し
い
技
術
を
導
入
し
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
建
造
物
の
補
修
を
メ
イ
ン
に
手
が
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
当
時
は
環
境
関
連
の
新
事
業
に
進
出
す
る
建
設

会
社
が
多
く
、
法
面
緑
化
を
研
究
す
る
集
ま
り
で
、

た
ま
た
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェッ
ト
に
関
す
る
情
報
を
入

手
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
」
と
言
う

湯
本
聡
社
長
。

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェッ
ト
工
法
は
、
超
高
圧
水
を
利
用

し
て
劣
化
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
を
取
り
除
い

た
後
、
形
成
・
表
面
処
理
を
行
っ
て
再
生
す
る
技
術

で
す
。
削
岩
機
に
比
べ
て
振
動
が
少
な
く
、
変
形
や

ひ
ず
み
と
い
っ
た
構
造
物
へ
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
、

鉄
筋
を
傷
め
る
こ
と
な
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
部

分
だ
け
を
除
去
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
「
も
と
も
と
洗
浄
や
清
掃
に
使
わ
れ
て
い
た
超
高

圧
水
発
生
装
置
を
導
入
し
た
時
は
、
ま
だ
滋
賀
県
内

で
土
木
工
事
に
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た

と
思
う
」
と
湯
本
社
長
。
湖
北
、
湖
西
地
域
で
は
融

雪
剤
を
よ
く
使
う
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
が

進
み
や
す
く
、
将
来
需
要
が
伸
び
る
技
術
に
な
る
と

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

独
自
の
技
術
・
工
法
の
構
築
に
も 

取
り
組
む

　

同
社
で
は
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
技
術
の
導

入
・
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
農
業

用
水
路
補
修
工
法
の
「
靭
性
モ
ル
タ
ル
ラ
イ
ニ
ン
グ

工
法
」
は
、
劣
化
部
分
を
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
工

法
で
取
り
除
い
た
後
、
粘
り
強
く
ひ
び
割
れ
し
に
く

い
高
靭
性
繊
維
補
強
セ
メ
ン
ト
を
吹
き
付
け
る
工
法

で
、
同
社
が
独
自
技
術
と
し
て
施
工
法
を
確
立
し
た

も
の
で
す
。
従
来
の
補
修
工
事
よ
り
工
期
も
短
く
、

耐
久
性
に
も
優
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
ひ
び
割
れ
注
入
工
や
断
面
修
復
工
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
補
修
や
補
強
工
事
、
防
水
・
防

食
工
事
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
関
連
事
業
と
し
て
、
鉄
道
の
法
面
や

盛
り
土
、
橋
梁
な
ど
の
構
造
物
の
調
査
点
検
業
務
も

行
っ
て
い
ま
す
。
湯
本
社
長
は
「
鉄
道
の
場
合
、
定

期
的
に
点
検
し
て
早
期
に
補
修
を
行
う
シ
ス
テ
ム
が

確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
こ
れ
が
道
路
に
も
導
入

さ
れ
た
場
合
に
対
応
で
き
る
体
制
を
社
内
で
構
築
し

て
い
き
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
補
修
を
メ
イ
ン
に
、
調
査
か
ら

施
工
ま
で
一
貫
責
任
施
工
体
制
を
と
っ
て
い
る
た
め
、

同
社
で
は
社
員
に
技
術
や
知
識
の
研
鑽
を
奨
励
し
て

き
ま
し
た
。
特
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
の
資
格
取

得
を
呼
び
か
け
、
各
拠
点
に
１
人
は
配
置
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

課
題
は
技
術
の
担
い
手
の
育
成

　

グ
ル
ー
プ
内
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
田
中
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。
10
年
前
、
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
時
、
介
護
に
シ

フ
ト
す
る
か
、
環
境
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
す
る
か
、

そ
れ
と
も
何
か
独
自
性
の
高
い
技

術
を
導
入
し
て
土
木
の
仕
事
を
続

け
て
い
く
か
悩
ん
だ
末
、
幸
い
な

こ
と
に
そ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
こ
と
が
活
か
せ
る
技
術
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
て
、
経
営
も
徐
々

に
安
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

課
題
は
次
世
代
の
育
成
を
い
か

に
進
め
て
い
く
か
で
、
湯
本
社
長

は
地
道
に
学
校
を
ま
わ
る
な
ど
し

て
、
担
い
手
探
し
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、「
技
術
の
継
承
に
本

気
で
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
若

い
人
が
な
か
な
か
建
設
業
に
目
を
向
け
て
く
れ
な
い
」

と
厳
し
い
現
状
を
指
摘
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
被
災
地
で
復
旧
に
取
り
組

む
建
設
業
者
の
生
の
声
を
聞
こ
う
と
、
仙
台
市
の
建

設
業
協
会
を
訪
ね
た
と
い
う
湯
本

社
長
。「
震
災
直
後
に
、
自
ら
も

被
災
し
な
が
ら
復
旧
工
事
に
携
わ

り
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
報
道
さ

れ
な
い
が
、
ご
遺
体
を
納
め
る
棺

を
作
っ
て
埋
葬
を
行
っ
た
の
も
地

元
の
建
設
業
者
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

地
域
の
安
全
を
支
え
て
、
イ
ザ
と

い
う
時
に
頼
り
に
な
る
地
元
の
建

設
業
者
の
こ
と
を
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
ば

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

本社社屋

舗
装
白
線
の
除
去
や
舗
装
面
の
す
べ
り
抵
抗
性

回
復
処
理
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
ウ
ォ
ー
タ
ー

ジ
ェ
ッ
ト
工
法

靭
性
モ
ル
タ
ル
ラ
イ
ニ
ン
グ
工
法
で
補
修
さ
れ
た
開
水
路
や
石
積

み
水
路

鉄
道
関
連
構
造
物
の
調
査
点
検
を
行
う
J
R
関
連
事
業

株
式
会
社
デ
ー
ロ
ス　
　
　
長
浜
市
木
之
本
町
木
之
本　
　

代
表
取
締
役
社
長　

湯
本　

聡

湯本　聡社長

コンクリートの劣化部分を超
高圧水で取り除くウォーター
ジェット工法

処理水を回収しながら表面除去作業を
行うこともできる
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県
内
各
地
で
浸
水
や 

土
砂
災
害
が
発
生

　
平
成
25
年
９
月
15
日
～
16
日
に
か
け
て
滋
賀
県
を

襲
っ
た
台
風
18
号
は
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し
て
過
ぎ

去
っ
て
行
っ
た
。

　
滋
賀
県
は
15
日
23
時
15
分
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
警
戒
を
強
め
、
各
市
町
も
16
日
朝
ま
で
に
警
戒

本
部
か
ら
災
害
対
策
本
部
に
移
行
し
た
。

　
15
日
22
時
50
分
に
甲
賀
市
信
楽
町
西
区
に
避
難
勧

告
が
発
令
さ
れ
た
ほ
か
、
各
市
町
で
避
難
指
示
や
避

難
勧
告
が
相
次
い
で
発
令
さ
れ
、
翌
16
日
10
時
00
分

時
点
で
の
県
内
の
避
難
人
数
は
１
１
，
２
４
８
人
に

も
の
ぼ
っ
た
。

　

気
象
庁
は
16
日
５
時
５
分
に
滋
賀
県
、
京
都
府
、

福
井
県
に
、全
国
初
の
特
別
大
雨
警
報
を
発
令
し
た
。

　
特
別
大
雨
警
報
は
数
十
年
に
一
度
の
大
雨
と
な
る

恐
れ
が
大
き
い
時
に
発
表
し
、
降
水
量
が
警
報
の
基

準
を
大
き
く
超
え
る
よ
う
な
大
雨
に
発
令
す
る
も
の

で
あ
る
。
降
り
始
め
か
ら
の
降
水
量
は
大
津
市
葛
川

で
６
３
５
㎜
、
東
近
江
市
御
在
所
６
１
０
㎜
、
君
ヶ

畑
５
９
５
㎜
、
永
源
寺
５
７
２
㎜
、
高
島
市
針
畑

５
３
５
㎜
、
甲
賀
市
大
河
原
５
２
３
㎜
と
な
っ
た
。

　
被
害
も
栗
東
市
下
戸
山
で
の
民
家
３
軒
の
土
砂
災

害
に
よ
り
71
歳
の
女
性
が
死
亡
、
大
津
市
石
場
で
は

Ｊ
Ｒ
の
法
面
が
崩
落
し
、
土
砂
が
ア
パ
ー
ト
の
室
内

に
流
入
し
て
１
名
が
軽
傷
を
負
う
な
ど
、
人
的
被
害

は
７
名
に
の
ぼ
っ
た
。

　
高
島
市
宮
野
の
鴨
川
右
岸
堤
防
が
決
壊
な
ど
、
河

川
の
氾
濫
に
よ
り
多
く
の
家
屋
、
道
路
が
浸
水
、
護

岸
の
欠
損
、
土
砂
崩
れ
が
相
当
箇
所
あ
っ
た
。

　
大
津
市
大
谷
町
で
の
国
道
１
号
線
で
は
３
カ
所
の

土
砂
崩
れ
、
そ
の
ほ
か
数
百
カ
所
を
越
え
る
道
路
災

害
が
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
。

防
災
協
定
に
基
づ
き 

災
害
復
旧
に
出
動

　
滋
賀
県
建
設
業
協
会
で
は
16
日
朝
、
滋
賀
県
よ
り

防
災
協
定
に
基
づ
く
出
動
要
請
が
あ
り
、
各
支
部
と

連
携
を
取
り
災
害
復
旧
に
当
た
っ
た
。
連
休
で
も

あ
っ
た
が
、
各
支
部
も
市
町
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

多
く
の
会
員
企
業
が
災
害
復
旧
に
出
動
し
た
。

　
多
く
の
建
設
業
者
が
災
害
現
場
に
い
ち
早
く
駆
け

付
け
、
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
行
動
を
起
こ

し
た
こ
と
は
、
東
日
本
大
震
災
で
も
目
の
当
た
り
に

し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
建
設
業
者
の
力
強
さ
や
頼

も
し
さ
が
見
え
た
一
面
で
も
あ
っ
た
。

　
地
域
を
守
る
建
設
業
と
し
て
、
責
任
あ
る
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
、
早
期
の
災
害
復
旧
に
繋
が
る
。
今

回
の
大
災
害
の
経
験
か
ら
、
す
ば
ら
し
い
対
応
力
が

あ
る
会
員
企
業
が
多
い
こ
と
が
実
証
で
き
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

台風18号災害復旧に
緊急出動

台風18号災害復旧対応緊急特集！！
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＆

朝
宮
茶
ス
イ
ー
ツ

「
あ
さ
み
や
金
時
」（
甲
賀
市
）

株式会社山本園
甲賀市信楽町上朝宮275-1　
☎0748-84-0014
http://www.yamamotoen.co.jp/

　

滋
賀
Ｂ
級
グ
ル
メ
バ
ト
ル
で
見
事
２
年
連
続
グ
ラ
ン

プ
リ
に
輝
い
た
「
あ
さ
み
や
金
時
」。
甲
賀
市
信
楽
町

上
朝
宮
で
茶
舗
を
営
む
株
式
会
社
山
本
園
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
抹
茶
と
煎
茶
等
を

ブ
レ
ン
ド
し
た
自
家
製
抹
茶
蜜
や
、
お
茶
を
練
り
込
ん

だ
白
玉
と
上
品
な
小
豆
、
淡
雪
の
よ
う
に
繊
細
な
氷
と

の
絶
妙
な
マ
ッ
チ
ン

グ
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

抹
茶
蜜
の
か
か
っ

た
氷
の
山
は
茶
畑

を
、
小
豆
は
良
い

お
茶
づ
く
り
に
欠

か
せ
な
い
良
質
の

土
を
、
白
玉
は
お

茶
を
刈
り
取
る
人

の
姿
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

　

朝
宮
で
お
茶

の
栽
培
が
始
ま
っ

た
の
は
お
よ
そ

１
２
０
０
年
前

か
ら
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
少
し
前
に
、
最
澄
が
中
国
か
ら
初

め
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
お
茶
の
木
を
植
え
た
の
が
、

比
叡
山
麓
の
坂
本
で
し
た
。

　
「
日
本
五
大
銘
茶
の
『
朝
宮
茶
』
を
P
R
し
た
い
、

地
域
を
も
っ
と
元
気
に
し
た
い
と
い
う
の
が
出
場
の
動
機

で
し
た
。
Ｂ
級
グ
ル
メ
バ
ト
ル
の
目
的
は
、
大
津
の
新

し
い
名
物
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
日
本
で
最

初
に
お
茶
の
木
が
植
え
ら
れ
た
大
津
の
名
物
に
ふ
さ
わ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
言
う
山
本
靖
社
長
。

　

最
後
の
決
戦
と
な
っ
た
今
年
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
バ
ト
ル
で

は
、
ス
タ
ッ
フ
を
総
動
員
し
て
、
８
月
３
日
、
４
日
の

２
日
間
で
６
５
０
０
食
を
販
売
し
ま
し
た
。「
１
分
間

に
10
個
の
『
あ
さ
み
や
金
時
』
を
作
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
が

ん
ば
り
を
讃
え
た
い
」
と
言
う
山
本
社
長
。「『
あ
さ
み

や
金
時
』
を
大
津
市
内
の
お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
も

ら
い
、
滋
賀
を
訪
れ
た
人

に
い
つ
で
も
楽

し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
」
と
、

今
後
の
展
開
に

期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

ついに行ってまいりました!
奥伊吹スキー場での『伊吹の天窓』。
現地へ向かっている時はどんなイベントだろう？と思って
いましたが到着してみてまず感じたことは「涼しい！！」
でした。
そして辺りを見渡せば一面のロハスな人！
右見てロハス左見てロハス、ビールで酔わずにロハスな
雰囲気に酔いしれました。いろんな出店あり、野外ライ
ブあり、テントに組まれた素敵な天窓ありで充実した一
日となりました。めでたしめでたし。

　

若
い
時
か
ら
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
ま

し
た
が
、
20
年
ほ
ど
前
に
次
男
が
乗
っ

て
い
た
大
型
二
輪
〝
H
o
n
d
a
ゴ
ー

ル
ド
ウ
イ
ン
グ
〟
を
譲
り
受
け
て
か
ら
、

本
格
的
に
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
初
め
は
１
人
で
乗
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン

グ
愛
好
家
の
集
ま
り
に
行
く
と
、
サ
イ

ド
カ
ー
を
付
け
て
奥
さ
ん
同
伴
で
来
る

人
が
多
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
サ
イ
ド
カ
ー
と
荷
物
を
積

む
た
め
の
ト
レ
ー
ラ
ー
を
付
け
て
、
妻

と
い
っ
し
ょ
に
あ
ち
こ
ち
旅
し
て
ま
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
安
全
運
転
で

ゆ
っ
く
り
と
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
走

り
、
行
く
先
々
で
地
元
の
人
と
交
流
し

た
り
、
お
い
し
い
も
の
を
探
し
た
り
す

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

忙
し
い
仕
事
の
合
間
に
時
間
を
見
つ
け
て
は
、

北
海
道
の
宗
谷
岬
か
ら
九
州
の
指
宿
ま
で
足
を

伸
ば
し
ま
し
た
。
特
に
北
海
道
に
は
３
度
行
き
ま

し
た
が
、
真
っ
す
ぐ
に
続
く
道
を
走
る
爽
快
感
は

北
海
道
で
し
か
味
わ
え
な
い
楽
し
み
で
す
。

　

バ
イ
ク
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
３
６
０
度
の
景
色

が
楽
し
め
る
こ
と
。
風
を
感
じ
な
が
ら
走
っ
て
い

る
と
、
そ
の
土
地
土
地
の
匂
い
も
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

バ
イ
ク
に
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と

は
、
日
本
各
地
に
職
業

や
年
齢
の
異
な
る
仲
間

が
た
く
さ
ん
で
き
た
こ
と

で
す
。
ツ
ー
リ
ン
グ
仲
間

か
ら
、
訪
ね
る
先
の
情
報

を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
り
、

旅
先
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
助
け
合
え
る
の
も
有

り
難
い
こ
と
で
す
。

　

震
災
ま
で

は
、
年
に
一

度
東
北
で
開

か
れ
て
い
た

「
ウ
イ
ン
グ

会
」
と
い
う

集
い
に
出
席

し
て
、
地
元

の
警
察
の
協

力
を
得
て
、

マ
ナ
ー
向

上
や
交
通
安
全
を
啓
発
す
る
パ
レ
ー
ド
に
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
今
は
東
北
が
復
興
し
て
、
ま

た
仲
間
が
集
う
日
が
来
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

60
歳
を
超
え
て
、
よ
う
や
く
自
分
の
時
間

が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
大
好
き
な

北
海
道
を
、
今
度
は
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
ま
わ
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

風を感じてゆっくり走る
ツーリングの楽しみ

質
問
の
答
え
で
◯
を
埋
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
を
入
れ
替
え
て
つ
な
ぐ
と
？

ヒ
ン
ト　
特
集
「
話
題
の
焦
点
」

１
．
ヤ
ン
マ
ー
株
式
会
社
の
創
設
者
・
山
岡
孫
吉
が
世
界
で
初
め
て
小
型
実
用

化
し
た
の
は
？

　
　

◯
◯
◯
◎
◯
◯
◯
◯
◯

2
．
マ
テ
リ
ア
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
を
略
し
て
言
う
と
？

　
　

◯
◯
◯
◎

3
．
日
野
町
に
あ
る
株
式
会
社
ダ
イ
フ
ク
の
企
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
名
称
は
？

　
　

◯
◯
◎
◯
◯
◯
◯

4
．
２
０
１
３
年
３
月
に
長
浜
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
博
物
館
は
？

　
　

◯
◎
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

『
◎
◎
◎
◎
第
一
』

𦚰阪電設株式会社　　𦚰阪　規

宮城県で行われた交通安全啓発パレードに参加

ゆっくり景色を楽しみながら走るのがバイクの魅力だ

サイドカーの妻と無線で
会話を楽しみながら走る
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